
川の流れを留めてみたい体験版 for iPhone
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るるの『お兄ちゃん』になってください！







（ゲームを開始します。ここをタップして読み進めてください）











「お兄ちゃん、おっはよーっ♪」


「ああ、おはよう」





　――世の中には、２種類のお兄ちゃんがいるらしい。


　現実の妹に絶望し、ゲームでも妹キャラに感情移入できなくなったお兄ちゃん。


　そして現実の妹に絶望したからこそ、ゲームの世界で理想の妹を求めるお兄ちゃん。


　そういったゲームが大好きな友人が、この間、さも得意げに語ってくれた。


　どっかのゲームからの引用らしい。






「るるの今日、午前中の授業はねー、国語と英語と数学ー！　お兄ちゃんは？」


「公民と体育と数学だけど」






「やった！　えへへーっ、数学いっしょだね♪」


「一緒じゃないだろ、別の学年なんだから……」



　でも、だから何だ――っていう話。


　っていうか、現実に妹いるヤツみんながエロゲーやってるなんて思うなよ。


　現実の妹なんてただ、年下の兄弟ってだけだ。


　そこにおかしな幻想を持ち込む方がどうかしてる。







「ねぇお兄ちゃん、今日のお昼、どこで食べよっか？」


「普通に自分の教室で食べる。んで、おまえも自分の教室で食え」




　――兄についても、またしかり。


　妹にしてみれば『お兄ちゃん』なんてただ、年上の兄弟ってだけだろう。


　こっちが望んでばんばん生まれてくるもんでもない。両親のサジ加減ひとつで決まる。








「よぅし、お兄ちゃんの教室だねっ！　うん、わかったよっ！」


「ああ、僕は自分の教室でバクバク食べる。そして、おまえはそこにはいない」




　――兄妹ってのはただ、そこにいるだけの存在だ。


　極論、いてもいなくても大差ない。


　兄も妹も――そのどちらとも、お互いどうとも思っていない。


　そもそも、そんなことを考えなくとも、普通に生活していけるのが兄弟だ。


　もしも望んで兄妹を欲しがるヤツがいたとして――


　そいつのそれは、無いものねだりに違いない。






「えへっ、うれしいなぁ。るるね、お兄ちゃんのためにお弁当いーっぱい作ってきたんだぁ」


「そうか、ありがとう。おまえの教室でバクバク食えよ。友達と一緒にバクバク食えよ。ウィズアウト僕」



　――そう、だから……。


　この歳にもなって、兄を欲しがるとか、妹を欲しがるとか――

　
　そういうヤツは、どうにかしている。


　きっと、どうにかなっているから……


　だからほら、こんな勘違いバカが出てくるんだ――





「うんっ、るると一緒におべんとばくばく食べようねっ、お兄ちゃんっ♪」




「ひとりで食えっつってんだろうがっ！」








「もうっ、お兄ちゃんってばー、は・ず・か・し・が・り・や・さんっ♪なんだからーっ」




「ぜはあああああああああああああああ！！　うぜえええええええええええええええっ！！」




　――で、長々と前説を挟んだわけだけれども、つまりはそんなワケだから。


　ひとのことを、お兄ちゃんお兄ちゃん、と連呼するこいつは――


　当然、僕の本当の妹ではない。


　こいつの名前は、柚川るる。


　さっきも言った、どうにかしているヤツの筆頭で――






「あっはははっ。それじゃまた、お昼休みにね。ばいばーい、おにーいちゃんっ♪」










　そして、どうやら『お兄ちゃん』を探してるらしい。


「だから、僕はおまえのお兄ちゃんじゃねえってんだろうがああぁぁ！！」


　――その、いまのところの犠牲者が僕、小川虹鱒だ。



























　４限のチャイムが鳴り終わるが早いか、るるが教室に現れた。







「来たよっ！　おにいちゃんっ！　お昼にしよっ♪」








　そしてるるが現れるが早いか、反対側の扉から僕は教室を飛び出した。


　教壇の上で授業の片付けをしていた教師が、またか、みたいな顔をしていた。


（こんなとこでメシなんて食ってられっか……っ！！）







































　途中何度かフェイントを交えながら、最終的に僕は校舎裏へと行き着いた。


　しなびた壁に背中を預け、ひとまずその場に落ち着いてみる。



「ふぅ……っ」



　なんとか撒いたか。


　わかってはいたが、まったく、しつこいヤツだ。


（……あいつ、妹ってよりストーカーのが近くないか？）




「おにいちゃん疲れた？　はいお茶」


「ああ、サンキュ……っておい！」




　何食わぬ顔で水筒を差し出するる。


　すかさずツッコミを入れる僕こと虹鱒。





「はえ？　どおしたの、お兄ちゃん？」


「どうしたもこうしたもない。おまえ、なんでココいんの？」





「ふっふっふっー、るるにかかればー、お兄ちゃんのいるトコなんてぜんぶまるっとお見通しなんだよー」


「なんだそれ、超能力か。それとも新手のエスパーか」







「愛の力だよう。お兄ちゃんと、るるのー、ふたりの愛のち・か・ら♪」


「混ぜるなヤメロ。僕を混ぜるな。ってか愛とか言うな気持ち悪い」







「もーっ、お兄ちゃんてば、テレテレ照れ屋さんなんだからーっ」


「ないない。照れてない。全然まったくこれっぽっちも照れてなんかない」





「うんうん、そだねー。そゆことにしといたげるよー」






　まったくお兄ちゃんは仕方がないナア、とか言いながら、得心顔で微笑むるる。


　そんなるるを前にして、さらに憮然となる僕こと虹鱒。





「さっ、お兄ちゃん、シート広げるよ。ちょっとバスケット持っててね」


　言って、るるは僕に弁当が入っているであろうバスケットを押し付けた。





　そうしてばさりとシートを広げる。







「うわあ……」



　――現れたのは、花畑だった。


　広げられたシートの至る所が、色とりどりの花でファンシーに彩られていた。


　なんというか、もう『うわあ』だった。それ以外には言葉がない。







「ほら、お兄ちゃん。座って座って♪」


「…………ああ」



　たっぷり３０秒は悩んだ後で、僕は諦念とともに頷いた。


　頷いた理由は――


　状況は悪いが、それでも、最悪ではないだろうと判断したからだ。


　こいつのこの調子だと、たぶんどこへ逃げても追いかけてくるだろうし……


　ここよりも、もっと大勢のひとがいる場所で捕まってしまったら、それこそ目も当てられない。


　さすがに……このシートを公衆の面前で広げていられる勇気は、僕にはない。

































「どお？　おいしい？　お兄ちゃん？」


「むしゃむしゃ」




　昼休み――そして校舎裏――さらにその一角……。


　僕こと小川虹鱒は、僕のことを『お兄ちゃん』と呼ぶ妹でも何でもない女の子と一緒に仲良くお弁当を食べていた。


　こうして状況だけを並べてみると笑い話だが――


　僕はいま、すごく泣きたい。






「えへへーっ、おいしいでしょー、そのミートボール」


「むしゃりむしゃり」





「冷凍食品じゃないんだよ、しっかりるるの手作りなんだよ」


「がつばくむしゃむしゃ」





「タネからきちんと作ったんだよ、朝早起きして作ったんだよ」


「むしゃりむしゃりむしゃりむしゃり」





「お肉と一緒に、お兄ちゃんへの愛もくるんで丸めたんだよ♪」



「がぼっ！？　げばぐぶごぼっ！！」



　愛とか言うな気持ち悪い、と言おうとして、僕はむせた。





「きゃー！？　大丈夫！？　はいっ、お兄ちゃんお茶！！」


「ごぎゅごぎゅごくり……ふう……」



　るるから受け取った水筒のお茶を飲み干して、ひと息つく。



　でもこれって、るると飲み回し――


　なんて、決して、そんなことを考えてはいけない。絶対に、だ。






「もーっ、いくらおいしいからって、そんなに急いで食べたらダメだよ？」


「おまえ、すっげえポジティブなのな！」





「でもるるのお弁当、そんなに喜んで食べてくれるなんて……嬉しいよ、お兄ちゃん……」


「しかもおまえ、ひとのツッコミはガン無視なのな！」






「ね、それじゃ今度は、るるが食べさせたげよっか。はい、あ～んっ♪」




「ひとの話を聞けええええええええええええええええええええ！！」



　あらん限りの叫びを上げた。そうしなければいけないような気がした。


　だって……悔しいけれど、本当にるるの言うとおり――


　こいつの作ったミートボールは、ちょっとありえないくらいに美味かったから。






「はいっ、あ～～んっ♪」


「……あーん」



　そして数秒後には、だらしなく口を空けている卑しくも情けない男の姿があった。


　その男、名を虹鱒といった。


　ははは、変な名前、ははは。





「お兄ちゃんおいしい？」


「すんげー美味い」





　は、ははは……。

































「それではーっ、さんっ、はいっ」





「手を合わせてくださいっ」











「ごちそうさまでしたっ！」


「ごちそうさまでした……」




　ふたり揃って手を合わせ、仲良く食後の挨拶をする。


　昼休みも中ほどを過ぎたころ、僕とるるはまだ校舎裏にいた。







「うーんっ、おなかいーっぱい。お兄ちゃんどお？　ごはん足りた？」


「ああ、腹八分より、もうちょっと食べた感じかな……」






「わあ、すごいねー、お兄ちゃん。さっすがオットコノコー！」


　――これなら、うん、午後の授業はよく眠れそうだ。


　昼休み開けの授業はそう、言わずと知れた現代文。


　ふはは、なんておあつらえ向きなシチュエーション、ふはは。






「えへ、実はねるる、ちょっと作りすぎたかも、って思ってたんだ」


　バスケットを片付けながらるるが言う。


「そうか？　これぐらいでちょうどいい……いいや、もう少しくらいだったら食べられるぞ」


　シートの上に足を投げ出しながら僕は答えた。





「ホントにっ？　えへぇ、だったらるる、今度はもうちょっと頑張るねっ」


　握りこぶしをひとつ作って、とても嬉しそうにるるが答える。


　そんなるるの様子を見ていて、僕は――……


「ああ、頑張ってくれ」


　我知らず、微笑ましい気分になっていることを、自覚せざるを得なかった。









「――じゃなくて！」




　――ちがう。そうだ、おかしい。待てよ僕。


　『自覚せざるを得なかった』じゃねーんだっての。


　なに浸っちゃってんの自分。


　あたまの中身まで川魚並みなの僕？　小川に帰りたいの虹鱒？





「……お兄ちゃん？」


　そうして悩める一匹の川魚を、ひとりのひとの子が覗き込んだ。




「そうだよ！　それだよ！」





「はえ」


　そうだよ、そうだ。


　そもそもが――


「いいか。よく聞いてくれよ、るる――僕、おまえの『お兄ちゃん』じゃないんだ」








「ええええええぇぇっ！？」


「あれえ！？　べつにこれ、そこまで驚く必要ないですよねえ！？」





「だっ、だってお兄ちゃん、さっきまで一緒にお弁当食べてたのに……」


「うん。食べてたな」





「そっ、それにそれに、るるのお弁当おいしいって……」


「うん。まあ美味かったな」






「あっ、あとあと、『はい、あーん』だって……」



「は？　ナニソレ？」








「ええええええぇぇっ！？」


「よくわかんないけど、うん、してないよ。そんなん、ぜんぜんしてないよ」





「うっ、ウソだよおっ！　るるしたもんっ！　るる、お兄ちゃんにしたげたもんっ！！」


「待てやめろ。シたとかシテないとか滅多なことを言うもんじゃない」





「だっ、だってお兄ちゃん、あんなにお口をおっきく開けて、るるのお肉食べてたじゃない！」


「所有格いらないだろー？　お肉の前に『るるの』っていらないだろー？」





「るるのお肉を何度も何度も何度も食べて、でもそのたびにお兄ちゃん『おいしい』って……」


「言ったぞー？　『ミートボールおいしい』って言ったぞー？　牛さん豚さんおいしかったぞー？」





「そ、それでもるる、お兄ちゃんのこと満足させられなかったから、今度はもっと頑張るね、って……」


「あっはっはっは、もうダメ。アレでナニしか浮かばない、あっはっはっは」





「ねえお兄ちゃん！　るるはいったいどうすればいいのっ！？」


「よしきた。あのな、よく聞けよるる」





「うん、言って……お兄ちゃんのしたいこと、るるが、ぜんぶしたげるから……」


「それだよ、その『お兄ちゃん』ってのもうヤメな」







「ええぇっ、やだよぉっ！！　お兄ちゃんのばーか！！」



「ふざけんなよてめえええええええええええええええええええ！！」


　――ああ、なんだこれ。なんなんだこれ。


　僕のことを『お兄ちゃん』と呼ぶこいつ。


　この、突如現れた、僕の『妹』になりたがっている女の子。



　いいさ、もう、何度でも言おう――


　正直、すっげえ迷惑だ。
































「お兄ちゃん」


「なんだるる」




　ふたりきりの昼食を終え、僕はさっさと教室に帰ろうと思った。


　思った――のだけれども……。






「あのね、るるね、お願いがあるの」


「勝手に話せ。ちなみに聞く気は一切ない」


　こうして、るるが勝手にくっついてきた。


　くそっ、いよいよ本気でストーカー目指してるんじゃないか、こいつ。いっそ警察に突き出してやろうか。







「えへぇ、あのね、お兄ちゃん。るるね、欲しいものがあるんだぁ」


　しかし、そんな僕の思惑は意に介さず、いつも通りにるるが話し掛けてきた。


「そうか。そいつはいいな。いっぱい買えよ」







「いっぱいは買わないよう。るるの欲しいのはひとつだよう」


「そうか。そいつはいいな。いいのを買えよ」





「うんっ、だからねお兄ちゃん。今度のお休みに、一緒に――」


「あ、ごっめーん、教室着いたからー」








　適当に言って、扉を閉める。


　つ、疲れたぁー……。


　なんだってあいつは、上級生の教室の前まで平気でついて来られるんだ。


　ふつう、精神的な何かが邪魔をするだろう。


　遠慮さんと羞恥さんが邪魔をするだろう。


　――ふん、だがしかし、それもここまでだ。





　どうだ！　これを見ろ！


　僕とるるとの間を隔てるこのドアは、さながらベルリンの壁のように堅牢だ。









「今度のお休み、一緒にお買い物に行こうよ、お兄ちゃん♪」



　一瞬にして壁崩壊。ソ連もアメリカもびっくりだ。


　冷戦を象徴する鉄壁は、僕とるるとの個人的な諍いの前にはあまりにも無力だった。





　しかもるるのヤロウ、よりにもよって教室の中でそんなことを言いやがった。


　ほら、いま。このざわめきをどうしてくれる。侮蔑と好奇のダブルバインドなう。


　――『今度の休み一緒に』『買い物に行く』『お兄ちゃん』――


　いやだ、いやだ……絶対に、いやだ！


　僕は、そんないかがわしいものになりたいと思ったことは一度もない！





「ね、ね、お兄ちゃん。るると一緒に行こうよう？　ねっ？」


　しかし、望む望まざるに関わらず、目の前の下級生は僕に選択を迫っていた。







どうする？　虹鱒？　どうする？

一緒に買い物に行くと言う
絶対無理。アホ抜かせ








「お兄ちゃん――」



「あっはっはっは！　もちろんじゃないか！　行こうるる！」


　――僕は、努めて鷹揚に、るるに答えた。






「やったあっ！！」


　るるはその大きな目を、さらに大きく輝かせて喜んでいる。




　――事ここに至って、僕ははじめて腹をくくった。


　とりあえず、いま、この場では誤魔化し通す。


　仲のいい兄妹、という設定で押し通す。


　それ以外の、僕とるるとのややこしい関係を、クラスメイトには隠し通す――以上。


　――よしっ！　頑張れ虹鱒！　川魚のように泳ぎ切れ！





「え、え、お兄ちゃんいいのっ？　るるのお買い物に付き合ってくれるのっ？」


「あっはっは、何を言っているんだいるる？　そんなの、るるのお兄ちゃんとして当然だヨゥ」






「えええぇぇっ！？」


「買いたいものがあるんだろゥ？　いいヨゥ、お兄ちゃんがなんでも買ってあげるヨゥ」





「ええぇっ、ほっ、ホントっ！？」


「あっはっは、本当だトゥモー。だから、サ、もうお戻り。自分の教室にお戻りヨゥ」






「う、うん……」


　半ば呆気に取られているような、るるの背中をぐいと押して、











　僕はるるを、教室の外へと押し出した。


　ふうっ、なんとか、やり込めることには成功したか。


　いやあ、案外なんとかなるものなのですね。


　ふはは、るるもまだ乳飲子よのう、ふはは。












「あーっはっはっはっはっは！」


　勝利を実感した僕は、声高らかに哄笑した。





「……………………」



「ん？　なんだるる、まだいたの」


　見ると、るるがまだそこにいた。


「ほらおまえ、早く自分の教室に帰れよ。昼休みもう終わるぞ」





「……………………」


　なんだこいつ。なんで黙ったままなんだ。


　や、べつにギャアギャア騒いで欲しいわけでもないんだけどさ。


　けれども、こいつがこんなだと、僕もなんとなく調子が狂う。


「まあなんだ……ほら、いまは帰っとけ――」


　でも、いまはとりあえず早く帰らせたい。



　そう思って、るるに手を伸ばすと――











「お兄ちゃああああああああああああんっ！！」






「ぐべえええええええええええええええっ！！」


　あらん限りの大声を上げて、僕に抱きついてきやがった！！





「お兄ちゃお兄ちゃお兄ちゃお兄ちゃお兄ちゃ……っ！！」


「ぐ、べ、ええ、えええええ、ええ、ええぇぇ……っ」


　抱きついて、そのまま抱きしめられた。呼吸困難僕こんなん。





「お兄ちゃ……」


「ふぬらばっ！」





「きゃあっ！！」


　まとわり付いていたるるを、火事場のなんとやらで振りほどく。


「るるてめえ、僕を殺す気かっ！！」






「お兄ちゃん……お兄ちゃんが、ついに、ついにるるのお兄ちゃんに……」


　感極まる、といった趣で、るるは何やらフツフツとつぶやいている。



「おーい、るるさん？　聞いてますー？　ねえ、るるさんてばー？」


　古典的だが、るるの顔の前で２、３度手を軽く振ってみる。


　そうすると、るるは僕の肩に手を乗せ、その身を大きく乗り出して――






「――ちゅっ」


　――僕の頬に、その、なんだ……


　ああもう！　そういうことだよ！　そゆこと！！





「お兄ちゃんっ、大好きっ♪」




　１００％混じりっ気なしの好意を僕へと押し付けて、嵐のように去って行った。


「………………」


　教室にひとり残された僕へと向けられたクラスメイトの視線は、いったい、どのようなものだろう――




　後に、僕をよく知る友人は、この時のことを、次のように語った。


【友人Ａ】『ああ、あん時。虹鱒もついにお兄ちゃんプレイかよって思ったかなあ』


【友人Ｂ】『うーわ、マジうぜぇ、他所でやれよバカップル』


【友人Ｃ】『つーか、あれ、虹鱒おまえ、たしか妹と仲悪いって言ってなかったっけ』


【友人Ｄ】『妹萌えがリアルで見られた。俺たちに望みをくれてありがとう』




　――いやまあ、うん、だから何だ、っていう話。


　その時の僕の思考能力はゼロに等しく、僕は教室の真ん前で、ただ呆然と突っ立っていることしかできなかった。



　思い出したように、４限始業のチャイムが鳴った。


　るるが出て行った教室のドアから、現国の教師が申し訳なさそうに顔を覗かせていた。
















　どうするもなにも、決まってる。


　絶対無理だ。アホ抜かせ。


　つまり、僕の取るべき方法はひとつ――毅然とした対応だ。


　そうだ、僕はここで、毅然とした対応をする必要がある。


　あのバカのために、僕が犠牲を払うなど。


　そんな不健全なことは、この世にあってはならないことなのであるからして。





「お兄ちゃん――」


「嫌だ、断る」


　丁重にお断り申し上げまするるる。るるる……。







「ええええぇぇ――――っ！　そんなああああぁぁ――――っ！！」


「うっせ、この、うっせ。どうして僕がそんな面倒なことに付き合わにゃならんっ」





「それはー、お兄ちゃんが、るるのお兄ちゃんだからでしょー！？」


「――なあ、おい。いくらだ？　僕は、いくら払えばいい？」





「……お兄ちゃん？」


「るる、どうすればおまえはその呼び方をやめてくれる？」







「んんン――？」



「え、なんでそこで首かしげんの。ちょーちょー、ヤメテよヤメテよ。心臓に悪いんスけど」





「やめるもなにも、だって、お兄ちゃんから言い出したことだよ？　『僕がおまえのお兄ちゃんだ――』って」



「う、ううううそですーっ！　そ、そそそそんなこと言ってませんーっ！」





「あの時のおにちゃん、とってもカッコ良かったなあ……いま思い出しても、るる……じゅるり」


「じゅるりってナニ！？　ナニ音！？　どっから出たその音！？」





「えへえ、あはは、うふふふふ……」


「ってかわかった。もういい。それじゃあ呼び方はいい。呼び方はいいけど、それだけな」





「え」


「買い物になんて、行かないぞ」






「ええええぇぇ――――っ！！」


「だから、うるさいって。行かないものは行かないの」


　妹ってのは、甘やかすとすぐにつけあがる生き物だ。


　だからこうして、きちんと躾けてやるのが兄の務め。


　……いや、べつに僕、こいつの兄でもなんでもないけど。


　そう、便宜上ね。うん、便宜上。あくまでも。





「行こうよ行こうよ、お兄ちゃん、るるとお買い物行こおよおおおおぉぉっ！！」


「行かない行かない行かない、行かない」





「うぬぬぬぬぬぬぅぅ～～～～……っ」


　るるは膨れている。ご機嫌ナナメが身体全体から見て取れる。





「……おべんと、から揚げ、ミートボール――」


「……なんの呪文だ？」





「お兄ちゃんが、お買い物に行きたくなる、魔法の言葉」


「はあ？」






「今日のお弁当のお会計、しめて百億万円いただきます」



「はあああああああああああああああっ！？」





「ぴったしヒャクオクマン円です。ビタ一文まかりません」


「ちょ、ちょー、るるてめえっ！　なんだそれアホかっ！！」





「利息は十日で一割です。トイチです。複利ですので悪しからず」



「高利貸しにもほどがある！」





「ですが、今度のお休みに、るると一緒にお買い物に行けば――」


「行けばなんだよ！？」





「返済猶予を設けましょう。利率もぐっと引き下げます」



「って、タダにしてくれるんじゃないんかーい」






「えへえ、るるのお兄ちゃんになってくれたらー、債務は免除になるんだよ？」


「ごめんそれ無理」







「ああああん、もおおおおっ！　るるのお兄ちゃんになってよおぉっ！！」


「うるせえええええええええええ無理いいいいいいいいいいいいぃっ！！」





「それじゃ、お兄ちゃん、ヒャクオクマン円どうするの？」


「どうする、って、言われてもなあ……」





「わかったよ、それじゃ、今度のお休みにるると一緒にお買い物に行ってくれれば、ヒャクオクマン円なくしてあげる」


「えっ、マジで。やった」







「うん――だって、るるとお兄ちゃんの仲だもんねっ♪」


「頬を赤らめるんじゃありません。僕とあなた様との間柄は他人です」







「ｍｏｔｈｅｒの、『ｍ』を取ったら――」



「ｏｔｈｅｒ、他人です」







「ｓｉｓｔｅｒの、『ｓ』を取ったら――」



「ＩＴＥＲ、国際熱核融合実験炉です」







「ほらほら、他人じゃないよ、やったね！」



「おまえのその発想がもう既に実験的すぎる！」







「お兄ちゃんお兄ちゃん、ねえお買い物行こうよお、お兄ちゃあああああんっ！！」


「叫べばいいと思うなよっ！？」


　――とはいえ、くそう、あともう少しで４限の授業が始まっちまう。


　行きたくない……それはもうすっげえ行きたくないけど――ちくしょう！





「お兄ちゃんお買い物お兄ちゃんお買い物お兄ちゃんお買い物おおおおおおっ！！」


「だ――――っ！！　くそっ、わかったよ！　行ってやるっ！！」







「ほんとにっ！？」


　くそうこの野郎、なんでそんなに嬉しそうなんだよ馬鹿、るるの馬鹿。


「本当だよちくしょう！　嘘ついたらおまえのお兄ちゃんになってやるっ！！」






「えっ、じゃあ嘘のほうがいいっ！　お兄ちゃんお買い物来ないでねっ！」



「ふざけんなよてめえええええええええええええええええええええっ！！」





「あっはははっ♪　ウソウソ、絶対来てね、お兄ちゃんっ♪」




　言って、るるは教室を出て行った。



　図ったように、チャイムが鳴った。



　――待ちわびていたはずのお昼寝タイムは、いまは彼方の出来事だった。

















　――その日の夜。僕の自宅にて。


　僕は、自室に居ながらにして、ひとつの難題を抱えていた。




『なに、アンタ、柚川さんとデキてるワケ？』


　――さて、これが何なのかというと、だ。メールである。


　もう少し具体的に言えば、僕たち兄妹のコミュニケーションである。


　るるが僕を買い物に誘ったその日の夜、珍しく、あゆからのメールが届いたのだった。








『なに、アンタ、柚川さんとデキてるワケ？』


　僕の妹が久しぶりに寄越したメールは、兄を糾弾する文面だった。


　僕は心の中で１リットルの涙をこぼしながら、それでもやはり返信をした。


『デキてない。それよりあゆ、なんでるる？』



『だって柚川さん、ちょっとウザいくらい突っかかってくるから。正直メーワク』


　そうか、あゆとるるって同じ学年だったっけ。


『それは……すまんかった』



『謝るんだ。ヘエー、謝るってことはアンタ柚川さんに手ェ出したってこと？』


『こら、ひと聞きの悪いことを言うな。先生に言いつけるぞ』



『……ふん、どーだか。柚川さん可愛いしね。あれでけっこう人気あんのよ』


　マジでか。あのイカれ具合を比べてみればパンクロックに勝るとも劣らないヤツがか。


『それはおもしろい冗談だな』



『うわウッザ、ちょっとなにそれテレ隠しですかー、自慢の彼女ってやつですかーキモッ』


『話振ったのおまえだけどな……それにそもそも、るるのやつ、僕のこと勝手に『お兄ちゃん』とか言って』



「……はっ」


　――と、ここまでをケータイに打ち込んだところで、僕は気づいた。


　あゆに――実の妹に「いやあ、るるのやつ、僕のこと『お兄ちゃん♪』とかゆってくれちゃってアハアハアハ」などと伝えたとしよう。


　――まず間違いなく、絶縁される。良くて白眼視。もしくはグレゴール・ザムザ虫扱い。




「ふう、あぶないあぶない……」



　僕は慌てて、クリアキー連打でいま打った文章を修正して、送信した。


『話振ったのおまえだけどな……つーか、るるにはそんな気ないと思うが』



『はあ？　そんなのわっかんないじゃん。なに、ソレ柚川さん本人からじかに聞いたワケ？』


「……どうして、そこでムキになるかな、こいつは」


　――とはいえ、どうするか。


　あゆの指摘は、ある意味ではたしかに的を射ていて、るる本人から直接聞いていないという点では間違いない。


　――そうなると、あとは、僕のメールの返信次第なのだけれども……



僕は、るるとの関係を……

否定する
そうかもな







『聞いてないけど、なんか女の子ってそういうとこあるじゃん？　不必要にベタベタしてくる系のコとかっているじゃん？』



『はー、なんと、兄上様が女の子のことを語っていらっしゃぶくくくくくｗｗｗｗｗｗ』


「あのヤロウ……」


　あいつはきっと、いまごろ、自室で爆笑していることだろう。『ｗ』とか使うなようっとうしい。


　――ん、なんだ。まだ文面に続きがあるのか。スクロール。



『それでは親愛なる我が愚兄に、ひとつ良いことを教えてしんぜよう――柚川さんはね、ちがうよ』


『は？　なにがちがうって？』



『だから、お兄様のおっしゃるようなコじゃないってコト。アンダスタン？』


『ごめん、よくわかんない』



『このド低脳が。カラスに脳みそかじられろ』


『ならば、そのカラスを連れてまいれ』



『一休さんやってんじゃねーってんですよ。ごめん寝るわ。そんじゃ』




「寝るわ、じゃねーよ……」


　――そうして、その夜の、僕とあゆとの心温まる兄妹のコミュニケーションは幕を下ろした。


　あまりといえば、あまりにも……。


　そんな、あゆのメールに、それでも僕は、なにか引っかかるところを感じていた。



『――柚川さんはね、ちがうよ』


　いったいなにが、どうちがうのか。


　少なくとも、僕の知るるるに限って、とてもそうとは思えなかった。


「……僕も、寝るかあ」


　くああ、と、あくびをひとつする。


　さっきメールを打ち切ったあゆは、もう、眠っているのだろうか？









『ああ、そうかもな。案外、僕のことが好きでアプローチかけてるのかもな』



『うわあマジでキモいんですけどー。男のジカジョーとかホントありえないんですけどー』


『おい、ふざけるなよこの妹様が。おまえが先に言ったんだろうが』



『ぷっ、なに、ちょっと。そんなん、信じる方がどうかしてると妹思うー』


『必要以上に兄を貶める妹の方がどうかしてると兄思うー』



『はいはい、ウザいウザい。もうウザい者同士くっついちゃいなよ。ちょうどいいじゃん？』


『おまえと僕とがか？　寒気がするな』



『バッカ！　なに言ってんのこのバッカ！　柚川さんとに決まってンじゃんこのバッカ！』


『そうかなるほど――おまえと、るるか』



『このド変態。ホント、柚川さんチャレンジャーだわ。マジ尊敬するわ。つかむしろ信奉するね』


『奉るのか。るる奉るのか。かしこみかしこみ奉るるるのか。るるる』



『そうね、本気でこんなバカ引き取ってくれるんならいくらでも』


『そんなにバカバカ言われると、いくらお兄ちゃんでも傷ついちゃうぞう』



『うっせーバカしね。いい加減不毛。寝るわ』




「寝るわ、じゃねーよ……」


　でもまあ、たしかに不毛だった。


　結局あゆは、いったい、僕に何を言いたかったんだろう。


　――いやまあ、こんな馬鹿メールくらいだったら、べつに、いつでもいいのだけれど。


　携帯電話会社の尽力により、家族間の通信料は無料であるからして。


　日ごろ話さない妹とのコミュニケーション、プライスレス。


「あゆとこんな風になっちゃったのは、いったい、いつからだっけかなあ……」


　思いながらも、僕からの返信がまだだったな、と思い直して、僕はあゆへと短文を打った。









『おやすみ』



　一応そう返信だけ打って、僕もそれなりに寝ることにした。










　部屋の電気を消したところで、ケータイのバイブがまた震えた。



　すわ、また何ぞ心温まる言葉が書かれているかと思えばしかし、その文面は、こうだった。







『明日はいーっぱい楽しもうねっ、お兄ちゃん♪　　ｂｙるる』




「………………」


「…………え、なに。なんであいつ、僕のメアドとか知ってんの？」


　僕のつぶやきは電子に変換されることなく、そのまま虚空にさらわれていった。
















　――雨が、降ってきた。


　今朝方から、降るぞ、降るぞと――妙に思わせぶりだった天気模様。


　お天道様は、ここに来て、どうやら少しは期待に応えてくれるらしい。




　慌てず、騒がず、僕は持ち歩いていた折りたたみ傘を、ゆっくり開いた。







　――雨が、降っている。


　雨足はやや弱く、しとしと、しとしと、降っている。


　雨音は、コンクリートの地面に落ちる雨粒よりも、わずかに早く。




　僕の傘の上を、しとしと、しとしと、絶え間なく打ち続けている。






　――雨が、降っていた。


　そういえば、と、僕は思った。


　そういえば――彼女はいま、どこで何をしているのだろう、と。




　そういえば――彼女は傘を、果たして持っていたのだろうか、と。






　――雨に、濡れていた。


　降りしきる雨の中、傘も差さずに、少女がひとり、濡れていた。


　そうして、誰かを、探していた。




　必死に、必死に、必死に、必死に――……。







　――雨に、濡れている。


　その少女のことを、僕は、ついさっきまで、知らなかった。


　知らなかった――でも、知ってしまった。




　そう、だから、僕は……


　その少女がもう濡れないように、小さな小さな屋根を作った。







　――雨が、止んでいた。


　僕と少女の上にある、小さな屋根の屋内で、降りしきる雨は止んでいた。


　けれどもそれは、雨が止んでいるのではなく――雨を、止めているだけだった。




　小さな屋根からはみ出した、彼女の腕が、しとしと、しとしと、濡れていた。







　――雨に、濡れまいと。


　僕は彼女を、抱きしめた。


　それは結局、僕の体を、濡らすことにはなったけれども。




　それでも僕には、そうする以外に、彼女を守る術がなかった。






　――兄に、なろうかと。


　その一言が、言えない僕は。


　それでも、その少女のために――少女が望む、兄の代わりに。


　この、雨に濡れた冷たい身体を、少しでも温めてあげたいと――




　そこにいる僕は、たしかに、そう思っているらしかった――……






　思うだけなら――願う、だけなら……


　兄でなくても――兄になれない、こんな僕でも……


　思うだけなら――『そうだったら』と、願うだけなら……


　兄でなくても――兄になる資格のない、こんな僕でも……


　……そう、『“誰にでも”できること』だったから――……












　…………朝だ。


　………………眠いぃぃ……。





　……おやすみ、なさい……。


　……………………………………ぐう……。




　……。


　…………。


　……………………。



「……んー、しょっと……」



「っきゃあっ！？　『びるんっ』って出たっ！　『びるんっ』って！！」



「わ、わわ……お、おはようございますー……？」



「ちょ、ちょっとごめんね……？　こわくないー、こわくないんだよー……」




















